
第２学年 数学 年間指導計画 
 
１ 教科目標 
  数学的活動を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め，数学的な表
現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感し，それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。 

 
２ 評価の観点 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

様々な事象を数量や図形など

でとらえたり，それらの性質や

関係を見いだしたりするなど，

数学的に考え表現することに

関心をもち，意欲的に数学を問

題の解決に活用して考えたり

判断したりしようとする。 

数量や図形などについての基礎

的・基本的な知識及び技能を活用

しながら，事象を見通しをもって

論理的に考察し表現したり，その

過程を振り返って考えを深めたり

するなど，数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

文字を用いた四則計算がで

き，数量の関係や法則を方程

式などを用いて表現し処理し

たり，図形の性質について簡

潔に表現したり，関数関係を

的確に表現したり，確率を求

めたりするなど，技能を身に

付けている。 

文字式のはたらき，連立二元一

次方程式，平面図形の性質，図

形の証明の必要性と意味及び

その方法，一次関数の特徴，確

率の必要性と意味などを理解

し知識を身に付けている。 

 
３ 評価基準（１００点満点） 

      観点 

方法 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 
合計 

ア 定期試験  １５ １５ １５ ４５ 
イ 単元・休み明けﾃｽﾄ ３ １０ １０ １０ ３３ 
ウ 提出物 １４    １４ 
エ 授業態度・発表 ８    ８ 

合計 ２５ ２５ ２５ ２５ １００ 
 
４ 使用教材 
  教科書「新しい数学２」（東京書籍） 
 
５ 年間学習計画（計１０５時間） 
 

学

期 
月 単元名 学習目標 

時

間 
主な評価規準 

評価

方法 
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1章  

式の計算 

★数量関係を

文字を用いて

表したり，説

明したりする

活動 

 

 

2章 

連立方程式 

★連立方程式

を用いて身の

回りの様々な

事象を表現す

る活動 

 

 

・単項式・多項式，次数の意味がわかる。 

・同類項をまとめ，多項式の加法・減法の計

算ができる。 

・多項式の乗法・除法の計算ができる。 

・数や図形の性質を文字式を用いて説明でき

る。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

 

・連立方程式とその解の意味がわかる。 

・加減法・代入法で連立方程式を解くことが

できる。 

・具体的な問題を連立方程式を利用して解決

できる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 
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・自分の目当てを持って学習しようとする（関心） 

 

・見つけた性質を，文字式を利用して説明できる。 

（見方） 

・文字式の加減乗除の計算ができる（技能） 

・単項式・多項式の区別ができる（知識） 

 

 

 

 

 

・課題をやりきり期限内に提出する（関心） 

 

・様々な問題に対して連立方程式を的確に用いて問

題を解決することができる。（見方） 

・加減法・代入法で連立方程式を解くことができる

（技能） 

・２元１次方程式やその解，連立方程式とその解の

意味がわかる。（知識） 
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3章 

1次関数 

★式，表，グ

ラフなどの相

互関係を理解

し，それらを

用いて問題を

解決し自分の

考えを説明し

伝え合う 

 

4章 

図形の調べ方 

★問題文から

根拠を明らか

にし，仮定と

結論を明確に

し，筋道を立

てて説明する

活動 

 

 

 

 

・１次関数，変化の割合の意味がわかる。 

・１次関数のグラフの特徴を理解し，グラフ

を書く。 

・身のまわりの事象を，１次関数を利用して

解決できる。 

・２元１次方程式のグラフの意味がわかる。 

・グラフの交点から，連立方程式の解を求め

る。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

 

・対頂角の，同位角，錯角の性質・意味がわ

かる。 

・三角形や多角形の内角・外角についての性

質がわかる。 

・平行線の性質や多角形の性質の理解を深め 
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・自分の目当てを持って学習しようとする（関心） 

・１次関数の関係にあるかどうかを考察できる（見

方） 

・１次関数のグラフをかくことができる（技能） 

・変化の割合を求めることができる（技能） 

・１次関数のグラフは直線で表せることを知る（知

識） 

・２直線の交点は，連立方程式の解であることを知

る（知識） 

 

 

 

 

 

・対頂角の意味とその性質を理解する。同位角・錯

角の意味を理解する（知識） 

・三角形の内角と外角の関係を理解し，多角形の内

角の和，外角の和の求め方がわかる（知識） 

・図形の性質を用いて，必要な角の求め方を考える

ことができる（見方） 

・三角形の合同条件を調べるとともに，それらの条

件を使って問題を解決しようとする（関心） 

・仮定と結論の意味，証明のよりどころとなる図形

の基本性質を理解する（知識） 

・証明の意味と手順を理解し，簡単な命題の証明が

できる（技能） 

・自分の目当てを持って学習しようとする（関心） 
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5章 

三角形・四角形 

★問題文から

根拠を明らか

にし，仮定と

結論を明確に

し，筋道を立

てて説明する

活動 

 

 

 

 

6章 

確率 

★身の回りの

様々な事象

を，確率の考

え方を用いて

説明する活動 

 

・用語の定義の意味と必要性がわかる。 

・二等辺三角形を三角形の合同条件から証明 

できる。 

・直角三角形の合同条件を理解し，図形の性

質を証明できる。 

・平行四辺形の性質を，三角形の合同条件を

根拠に証明できる。 

・平行四辺形の性質を用いて図形の性質を証

明できる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

 

 

 

・数学的確率の意味がわかる。 

・簡単な事象の確率を求めることができる。 

・樹形図や２次元表を利用して，やや複雑な

確率を求められる。 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 

ることができる。 

・合同な図形の性質，三角形の合同条件がわ

かる。 

・証明の意味及び仮定，結論の意味がわかる。 

・証明のしくみや手順を理解し，簡単な証明

ができる 

・関心・意欲を持って学習しようとする。 
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・用語の定義の意味と必要性を理解する。（知識） 

・二等辺三角形を三角形の合同条件を用いて証明す

ることができる（見方） 

・直角三角形の合同条件を用いて，図形の性質の証

明を考えることができる。（見方） 

・平行四辺形の性質の証明を，手順に従って書き表

すことができる（技能） 

・平行四辺形であるための条件を用いて，図形の性

質の証明を考えることができる（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとする（関心） 

 

 

 

 

・確率の意味を理解している。（知識） 

・「同様に確からしい」ことがらの起こる確率を場合

の数から求めることができる。（技能） 

・ものの並べ方などの起こりうる場合を，順序よく

整理して考察することができる（見方） 

・自分の目当てを持って学習しようとする。（関心） 
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